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企業と生徒が協力してリサイクルに取り組む

有限会社木村商店（大野市）

・リサイクルのプロとして住みやすい環境づくり
・学校に資源回収ボックスを設置し、リサイクルを身近なものに

1. 阪谷小学校での資源回収の様子 2. 尚徳中学校に設置している資源回収ボックス 3. 回収したアルミ缶はプレス加工し再資源化

鉄・非鉄金属の処分が可能な大野市唯一の事業者として、廃棄になった鉄くず等の再資源化を行ってい
ます。その仕事そのものがSDGsであることを再認識し、さらに地域に貢献したいという思いから大野
市内の学校との連携を始めました。また、廃棄物を収集・運搬する際にはエコドライブを心がけ、地域
の清掃活動に協力しています。リサイクルのプロとして、住みやすいキレイな環境づくり、持続可能な
社会に貢献し続けたいと考えております。

学生が「資源」を身近に考える機会を提供したいと考え、大野市内の小中学校と連携してリサイクル活
動をスタートしました。尚徳中学校、開成中学校などにアルミ缶の回収ボックスを設置し、家庭から出
るアルミ缶の資源回収を実施。生徒たちは回収量をグラフにして見える化するなど、自分たちで工夫も
しながら積極的に取り組んでいます。アルミ缶は定期的に重量に応じて買い取り、当社で再度アルミ缶
や窓枠に加工し、再資源化を行っています。

有限会社木村商店

住所 / 福井県大野市春日3-2-19
事業内容 / 産業廃棄物収集運搬処分業
創業年 / 1948年
代表者 / 代表取締役 木村政嗣
従業員 / 13名
https://www.kimurasyouten.co.jp

学校と連携したリサイクル活動は大きな意義があ

りました。家庭から出るアルミ缶の回収を通して、

SDGsを身近なものと実感してもらえたのではない

かと感じています。SDGSというと特別なことと思

いがちですが、できる取り組みは身近にあふれて

いて、すでに取り組んでいるSDGsもあるというこ

とに気付いてもらえてよかったです。

代表取締役 木村政嗣さん
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